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を調製する分画遠心法に KCl の添加を行ない， 2 種の c 型チトクロムを可溶化し， DEAEーセ
ノレロースおよびアンバーライト CG-50 のカラムを用いて高度に精製し得た。
チトクロム c-550 は酸化型で 528， 407, 279mμ に，還元型で 550， 520, 414, 316, 279mμ に
それぞれ吸収極大を示す。 他の分光学的性状も動物組織のチトクロム c のそれに近いものであ
る。
チトクロム c-554 は酸化型で 523， 409, 280mμ に，還元型で 554， 521 , 417, 316 ，280mμ に
それぞれ吸収極大を示すが，還元型 554mμ の α 極大は 550mμ に大きな肩をもっ。 この極大
は低温スペクトノレにより 546mμ および 552mμ の 2 つの極大に分割され，同時に複雑な 5 つの
8 極大を現わす。また，この α 極大は CD スペクトノレによりプラスとマイナスの異方性を示し，
Soret 帯もへム鉄の酸化還元にともなって吸収にきわめて大きな変化を示す。酸化型チトクロム
c-554 はシアン，アザイドと化合物を形成するが，イミダゾーノレとは反応しない。硫酸銀により
抽出されたポノレフィリンはへマトポノレフィリンであり， 配合族はへム C と差がみとめられない
から，このへム蛋白質はきわめて，不斉なかっ強力な配位をしたへムをもつものといえる。
(2) チトクロム c-550 および c-554 の物理化学的および酵素化学的性状。高度に精製された
チトクロム c-550 の等電点は pH 8.65，標準酸化還元電位 EJ は十 0.21 ボノレト (pH7.0) である。
分子量は12 ， 500 (ゲソレろ過法)であり， 分光学的にも動物組織にみられるチトクロム c に似た
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性状のものと思われたが，動物や酵母のチトクロム a ではほとんど酸化されず， 緑膿菌のチト
クロムオキシダーゼによりすみやかに酸化される。 この c 型チトクロムは酵素反応からは高等
動物のチトクロム c とかなり異なった高次構造をもつものであろう。
チトクロム c-554 は α 極大が分光学的に二重性を示すにもかかわらず，ヘモクロモーゲン含
量からは 1 分子中 1 ヘムしか含まないことがわかった。 NADH および硫酸第一鉄による α 吸収
帯の還元様式は 554mμ の極大と 550mμ の肩が同じ吸光比によるものであり， 1 つのへムの配
位子の不斉によるものとみられる。分子量はゲノレろ過法およびアミノ酸分析から 14 ， 000，超遠心
分析による沈降定数 S20'ω は1. 2である。等電点は pH 4.44, Eo' はー0.08ボノレト (pH7.0)。ア
ミノ酸組成はアスパラギン酸，ク勺レタミン酸，またスレオニンを多く含むものであり， トリプト
ファン 1 , ヒスチジン 2 ， リジン12を含む。この c 型チトクロムも動物のチトクロム α ではほ
とんど酸化されず，細菌のチトクロムオキシダーゼで酸化される。




枯草菌はグラム陽性菌で酵母菌や高等生物にみられる a b c 型チトクロム (Cyt) 系をもっと




に対する態度や，そのさいの Cyt 系，各成分の吸収帯消長を比較検討して， Cyt a-601, Cyt 
b-560, Cyt c-550 および Cyt c-554 が関与していることを明らかにした。また， Cyt c-550 と
Cyt c-554 を抽出精製して，それらの物理化学的，蛋白質化学的ならびに酵素化学的諸性質を詳
しくしらべ興味ある事実を明らかにした。たとえば，野性株K (268) の Cyt c-550 は高等生物
のそれに似ている〔分子量 12 ， 500 ， 規準電位+0.2V (pH 7) , pI=8.6J が，ウシや酵母の Cyt
a とほとんど反応しないで緑膿菌の Cyt オキンダーゼによって速かに酸化される。他方， 枯草
菌変異株 JB-69 から得られた Cyt c-550 は前者と酷似した性質をもつが， pI=4.6 で酸性タン
パク質でいわゆる細菌型 Cyt c に属す。
Cyt c-554 は 550mμ に明瞭な肩をもち，。吸収帯の複雑さと相侠ってヘム近傍が不斉性を示
すものと考えられるが，円偏光二色性スペクト Jレからも，それが裏書きされた。分子量14 ， 000，
規準電位-0.08V (pH 7) , pI=4.4で 1 分子にへム 1 つをもつものである。 電子伝達系では高
等生物の Cyt Cl の役割を果しているものと思われる。
要するに三木君の論文は参考論文の成績とあわせ考え理学博士の学位論文として十分の価値あ
るものと認める。
